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 魚類養殖漁場環境保全対策の一環として昭和 54年度より,ハマチ養殖漁場を対象に底質調査を実施し

ている。 

 

方   法 

 調査は,図1に示した県北の北灘および内の海における養殖漁場内の計11定点において,9月および

翌年の 2～3月の年 2回実施した。採泥方法,分析項目並びに分析方法は,前年度と同様である。 

 

   

図 1 調査定点 

 

結   果 

  調査結果は,表 1および表 2に水域別に示した。北灘養殖漁場の 9月の調査では COD が 3 地点,全硫

化物が 3地点で水産用水基準（COD：20mg／g乾泥未満,全硫化物：0.2mg／g乾泥未満）を上回り,3 月

には COD が 3 地点,仝硫化物が 3 地点で同基準を上回った（表 1）。時期別に調査全地点平均値を比較

すると,COD（mg／g 乾泥）は 9 月に 22.21,3 月には 22.49 であった。全硫化物（mg／g 乾泥）は 9 月

に 0.322,3月に 0.334であった。内の海養殖漁場では,9月の調査でCODが 1地点,全硫化物が3地点,2

月の調査では COD で 2 地点,全硫化物で 4 地点それぞれ水産用水基準を上回った（表 2）。時期別の全

地点平均値は,COD が 9月に 11.68,2 月に 25.69,全硫化物は 9月に 0.755,2 月に 0.377 であった。 
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表 1 平成 5年度底質調査結果（北灘養殖漁場） 

 
 

表 2 平成 5年度底質調査結果（内の海養殖漁場） 

 


